






要約 

地域の障害児の発見と療育のあり方に関する実態調査を開始するに当り、本年度は予備調

査として、精神発達障害の早期発見における 3 歳児健診の寄与に関して、1 歳 6 か月児健

診のそれと比較しながら検討した。その結果、精神発達障害を有する児の内、健診で障害

を初めて指摘されていたのは、1歳 6か月児健診で18.4%,3 歳児健診で 14.9%,双方合わせ

ると 33.3%であった。また、3歳児健診では既に療育機関によりフォローされている障害児

が 1歳 6か月児健診に比べて多く、過半数以上を占めていた。 


